
 報告者 広報副委員長 品川光利 

 ８月１６日（土）午後５時３０分から久留米市内の創世

にて、明善４８会（決起大会）が開催されました。盆明け

の猛暑が続く中、男子４２名、女子３０名、恩師２名の総

勢７４名の参加がありました。今回は本番（１０月１２日

明善大同窓会）の成功を期して、又その練習をも兼ねた形

で実施されたものです。会場には組別の表札がある円卓が

用意してあり、ブュッフェ形式の明るい会場でした。 
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同窓会に出てこんね！ 
みんなが待っとるバイ         第４号 ２００８，９，７ 

 まず最初に、明善大同窓会実行委員長の田中英明［５組］さんから挨拶があり、これまでの

経過や総務・広報・財務・企画委員会あるいは事務局での活動状況と今後の課題など、総括的

に解りやすく、映像スライドを交えて説明がありました。要約すると次の通りです。「準備は順

調に進んでいます。特に、寄付金や広告協賛金について、同級生の協力のお陰で、学年の目標

額到達が見えてきました。今後は、財務委員会を中心に働きかけを行い、目標額の上積みをお

願いしたい。同窓会当日は 1000 名以上の出席者を迎え、高女・中学明善の高齢者も多いので、

大同窓会を楽しんでいただく事が、我々担当年次の役目です。ＪＲ・西鉄久留米駅からの送迎、お出迎え、学

年毎の受付や会場テーブルまでの案内など、役割分担は多く、全体で同窓生 150 名の動員が必要であり、今

日の参加者をもとに多くの方に協力を仰ぎたい。」と云う事でした。今一度、呼びかけをお願い致します。 

 続いて、第２部宴会に入りました。司会を西賢次［７組］さんと久木理恵［７組］さんの両名が

［５組］さんから大同窓会のアトラクション、『こころは一つ・ボディパーカ

を取り、白

旆の歌・旧制校歌を大合唱しました。

きました。 

担当され、自己紹介があり、本番でも司会をされるとの事でした。開会の辞では明善大同窓会事務

局長である和泉信吉［５組］さんが、明善４８会同窓会の開催を宣言しました。会長の挨拶では明

善同窓会の副会長である中村祐二［３組］さんが「大同窓会まであとわずかです。一生に一度５４

歳になる年にしか、巡って来ない担当年次、みんなと力を合わせて、成功に導こう。」と、挨拶さ

れました。続いて、２名の来賓挨拶がありました。吉村先生と川島先生で、御両名とも、元気いっ

ぱいの御様子でした。吉村勇先生は、「８４歳になりましたが、野菜つくりなど体を動かし、頭

のトレーニングなどを続け、健康に過ごしています。」、川島侃先生は、「思い出の学年、時々

出席表を眺めながら、みんなの顔を思い浮かべています。」と、近況を報告されました。二宮明

子［１組］さんと岡由紀［２組］さんが、同窓生を代表して久留米絣の記念品を進呈し、感謝の

意を表明しました。乾杯の音頭を田中英明さんが「明善大同窓会の成功と、皆様方４８会の健康

を祝して、乾杯！」と、声高々に発せられました。一気に宴会モードに突入、会場の至る所で、

食事に話に花が咲きました。 

 しばらくたった後、山田俊之

ッション』の説明と実演がありました。小学校の教科書にも掲載されたものですが、楽器は使わず自分の身体

と手を使って音を出し、各パート（３群）でおのおの表現し輪唱するも

ので、楽しいし、わくわくするものでした。今回の目玉ですが確かなも

ので、本番が待ち遠しいです。山田さんから、「手を上にあげて、動作

を大きくして下さい。」と、本番での要領が告げられ、自発的に希望さ

れた 18 名が本番リーダーに選出されました。頑張って下さい。 

 終盤になり、総務委員長である野田博［２組］さんが音頭

企画委員長の執行清司［５組］さんが三本締めを行い、明善大同窓会副

実行委員長である豊増貴子［２組］さんの閉会の辞で、無事に終了しました。お疲れ様でした。 

 見送りのバスに乗り、２次会会場の HOTEL KURUME CAFE へと、その夜はなが－く続



行ってきました 
瓜生 真理子 

去る７月１２日（土）、田中英明実行委員長と今村さん、瓜生

の三人で明善同窓会関東支部総会へ大同窓会のＰＲ

し

おり、「久留米」の絆を強く感じました。会には、

米

について』と題して講演がありました。当日応援にきてくれた同期は、新

居

 

満たされたところでカラオケへ。こんなエ

ネ

のため、出席

ました。 

関東支部総会は久留米高校・南筑高校の同窓会役員も来賓とし

て出席されて 明善高校の校長、同窓会会長、久留

市市議会議長も来賓として出席され、挨拶を頂きました。 

活動報告の後、講演会がありました。講師は、昭和 34 年卒の白水宏典氏（ダイハツ工業㈱代表取

締役会長）で『地球温暖化

君、伊東君、鳥越君、加賀君、中野君、田中眞一君、栗原さん、富安さん、関谷さん、明石さん、

金子さん、野津原さん、と忙しい中多くの方が出席してくれ、懇親会では大同窓会のＰＲをしました。 

それにしても明善の同窓生は、愛校心に満ちていて、横だけでなく縦のつながりがしっかりしている

のには、驚きでした。とともに幸せなことなんだ、とも思いました。その後場所を六本木の小ジャレ

たお店で津福一成君を加えて昔話に花を咲かせました。 

みんな見かけは、高校の時より少々幅が変わったり、髪が白くなったり薄くなったりはしていまし

たが、気持ちは直ぐに当時に戻ってしまいました。お腹も

ルギーがどこに残っていたかと思うほどノリノリで、６０，７０年代の懐メロ歌合戦となりました。

名残惜しくはありましたが、記念写真に納まり又の再会を約束して別れました。同じ時間を共有した

仲間はいいもんだなあとホテルに戻ってからも余韻に浸っていました。今回の件では、新居君に大変

お世話をおかけしましたこと、心よりお礼を申し上げます。大同窓会当日は、久留米でお待ちしてお

ります。 

 事務局便り② 

盆前の暑さが嘘のようにめっきり涼しくなりましたが、みなさんお元気でしょうか？ 

大同窓会がいよいよ来月に迫って来ました。各委員会とも 8 月の学年同窓会以降度々集まって準備

に まで8/26

現

遠方で当日の協力

だ

 

余念のないところです。事務局も財務委員会と共に寄付金の取りまとめを行い、おかげさ

在 200 名の諸君からの寄付を計上することができました。また豊増副委員長をはじめ女性陣(女性

の方が嫌がられない)の協力で各卒業年次の先輩後輩の方へのチケットの販売状況確認の結果、8 月末

まででチケットお預け総枚数 1589 枚のうち予想確定数も含め 625 枚が販売済み、残り 925 枚と

いう現況ですが、まだ 9 月末・本番寸前と最低 2 度の確認作業を控えていす。 

刻一刻と迫る本番まで各委員会の諸君にはまことにご苦労さまです。これからも仕事は増える一方

かと思います。どうか近隣にお住まいで協力してやろうかとお思いの方、もちろん

けでも結構ですので事務局へ御一報下さい。大同窓会が終わった後の打ち上げで、みんなで美味い

酒で乾杯しようではありませんか！                                          事務局  田中 

 

大大  同同  総総  会会  まま  でで  のの  スス  ケケ  ジジュュ  ーー  ルル  

8 月 所 305 室 

9 月 7 日 ：48 会広報誌発送 

め 

世 

 

31 日 ：実行委員会全員打ち合わせ 14:00～ 市役

9 月 13 日頃：プログラム印刷 

9 月 21 日 ：同窓会事務局袋詰

9 月 25 日 ：試食会 19:00 創

10 月 12 日 ：大同窓会 

大同窓会まで後１ヶ月になりました。実行委員

一同、初めての慣れない仕事を楽しみながらこ

なしていこうと思っています。 

明善４８会ホームページ 

http://izumipj.com/rakuten/ です。 
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